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１． はじめに

　工作機械産業は、日本の代表的産業であり、戦

前戦後を通じて、日本工業の基礎を形成してきた。

石油ショック後からは、日本の代表的な輸出産業

にもなっている。工作機械産業は、工業国ではそ

の国の工業を支える産業として発達してきたが、

21世紀に入りユーザー産業である自動車・電機

などの業界がグローバル競争へと進化し、また、

新興国の工作機械産業が高度化する中で、国際競

争の様態が大きく変化している。

　本論文で事例の対象とする株式会社ツガミは、

戦前からの歴史を持つ典型的な日本の工作機械の

中堅企業だが、グローバル対応を迫られてきた中

でユニークな戦略を実行しようとしている。新潟

長岡の発祥ながら、現在、主力工場は中国浙江省

　日本の工作機械産業は、グローバル化の課題に直面している。中堅上場企業株式会社ツガミの事例を分析し、

その集中戦略の背景に、顧客の進化があり、それに伴い当社が顧客セグメント、販売地域、製品戦略をどのよう

に変えたかを示す。同時に製造システムの変革、ユニークなファイナンス戦略（カーブアウト・香港上場との組

み合わせ）を実行しようとしており、企業価値の観点からファイナンス選択肢の優劣を考察する。
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